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m
俄
参
拝
郊
卯
委
拝
を
交
代

1
4
議
案
を
原
案
可
央

第
二
十
二
回
定
例
市
議
会
は
十
二
月
二
十
日
午
後
三
時

五
十
分
か
ら
下
庄
出
張
所
に
お
い
て
開
会
、
議
事
日
程

を
二
日
間
に
決
め
常
任
委
員
会
委
員
の
配
置
交
代
と
十

二
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
二
つ
の
報
告
を
承
認
し

二
十
一
日
午
後
六
時
二
十
分
閉
会
し
ま
し
た
。

第22回定例市議会

　

午
前
十
時
に
招
集
さ
れ
て
い
た

市
議
会
は
定
足
数
に
達
し
な
い
た

め
開
会
が
遅
れ
て
い
玄
し
た
が
午

後
三
時
五
十
分
、
定
数
に
達
し
た

の
で
議
長
は
開
会
を
宣
言
、
時
間

延
長
を
決
め
、
市
長
の
あ
い
さ
つ

の
の
ち
I
た
ん
休
憩
、
四
時
再
開

議
事
日
程
を
決
め
四
時
一
一
十
分
閉

議
し
ま
し
た
。
二
十
一
日
は
午
後

三
時
五
十
分
開
議
、
時
間
延
長
を

決
め
本
会
議
に
は
い
り
室
し
た
。

　

開
議
ぼ
う
頭
、
砂
子
議
員
か
ら

常
任
委
員
会
委
員
の
配
置
代
え
に

つ
い
て
の
動
議
が
で
て
こ
れ
を
採

択
、
五
名
の
選
考
委
員
を
作
り
各

常
任
委
員
会
の
委
員
の
人
選
を
す

る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

新
委
員
は
（
つ
は
委
員
長
○
は

副
委
員
長
）
▲
總
務
委
員
り
川
崎

港
○
土
城
甫
、
森
嶋
開
造
、
土
田

信
平
、
岸
本
達
也
、
山
川
1
、
山

本
武
、
土
屋
栄
、
八
名
▲
産
業
経

済
委
員
白
・
稲
津
忠
右
衛
門
○
加
藤

哲
治
郎
、
松
田
確
太
郎
、
神
田
一

栄
、
高
田
新
左
衛
門
、
安
川
清
、

松
本
甚
蔵
、
七
名
▲
建
設
委
員
会

つ
白
崎
吉
二
〇
近
藤
叉
右
衛
門
、

筒
井
金
作
、
南
正
雄
、
原
健
男
、

井
野
部
裕
、
明
石
甚
兵
衛
、
七
名

▲
教
育
委
員
会
ノ
石
田
政
治
○
砂

子
貞
吉
、
松
田
操
、
西
川
文
右
衛

門
、
兼
井
彦
左
衛
門
、
大
温
原
政

治
、
面
屋
重
雄
、
四
方
憲
二
、
八

名
に
決
ま
り
ま
1
た
。

　

続
い
て
上
提
議
案
を
、
市
池
田

助
役
が
1
し
く
趣
旨
の
説
明
を
行

い
一
般
質
問
に
は
い
り
ま
し
た
。

寒
気
に
包
ま
れ
た
議
事
堂
の
中

で
真
剣
に
討
議
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
全
上
提
議
案
を
原

案
ど
お
り
可
決
、
こ
の
ほ
か
陳

情
請
願
を
採
択
、
そ
れ
ぞ
れ
関

係
委
員
会
に
付
託
、
六
時
二
十

分
閉
会
し
ま
1
た
。

越
美
北
線
レ
ー
ル

敷
設
始
ま
る

鉄
道
敷
地
の
通
行
は
危
険

待
望
の
越
美
北
線
は
地
元
代
表

者
ら
の
猛
運
動
も
効
を
奏
し
て
、

そ
の
後
の
工
事
が
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。
と
く
に
近
日
中
に
レ
ー

ル
、
枕
木
の
施
設
や
砂
利
、
橋
り

よ
う
な
ど
の
資
材
の
輸
送
も
激
し

く
な
り
ま
す
の
で
、
鉄
道
敷
地
と

道
路
の
交
差
箇
所
の
通
行
は
注
意

さ
れ
る
と
と
も
に
、
鉄
道
路
盤
上

の
通
行
は
止
め
る
よ
う
に
県
土
木

部
か
ら
の
申
し
こ
し
が
あ
り
室
し

た
か
ら
と
く
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

市
建
設
の
基
礎
が
た
め

各
界

　

代
表

二
十
余
名
で
審
議
会

　

大
野
市
は
昭
和
三
十
一
年
度
に

新
市
町
村
建
設
計
画
調
整
の
指
定

を
受
け
、
昨
1
い
ら
い
各
課
を
動

員
し
努
力
を
重
ね
た
結
果
、
A
五

判
三
百
八
十
頁
に
も
お
よ
ぶ
現
況

編
と
基
本
計
画
編
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
資
料
を
も
と
に
し
て

新
市
建
設
の
具
体
的
審
議
を
す
る

た
め
に
各
界
各
層
の
代
表
者
（
二

十
二
名
）
で
組
織
さ
れ
た
新
市
建

設
審
議
会
が
一
月
二
十
三
日
市
役

所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
の
委
員
長
に
玉
村
忠
雄

氏
を
、
委
員
長
代
理
に
市
池
田
助

役
を
決
め
本
格
的
な
調
整
の
審
議

に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
会
の
目
的
は
合
併
当
時
の

建
設
計
画
が
、
元
の
町
村
の
要
望

を
そ
の
ま
ま
盛
り
込
ん
で
で
き
あ

が
つ
た
も
の
で
、
新
市
と
い
う
全

体
的
な
立
場
か
ら
の
検
討
が
加
え

ら
れ
ず
。
た
だ
当
面
の
施
設
を
整

備
す
る
と
い
う
こ
と
に
貢
点
が
置

か
れ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
り
ま
1

た
。

　

そ
こ
で
国
に
お
い
て
も
合
併
市

町
村
の
一
体
性
を
固
め
財
政
の
健

全
化
を
促
進
し
て
、
地
域
社
会
全

体
が
産
業
的
、
経
済
的
、
文
化
的

共
存
発
展
を
期
す
る
必
要
を
認
め

昭
和
三
十
一
年
六
月
に
新
市
町
村

建
設
促
進
法
を
制
定
し
て
積
極
的

に
指
導
し
援
助
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

当
市
は
そ
の
最
初
の
指
定
を
受

け
目
的
を
達
成
す
る
た
め
基
礎
調

査
を
し
、
基
本
計
画
（
昭
和
三
十

二
年
～
同
四
十
一
年
十
ヵ
年
計
画

）
と
、
実
施
計
画
（
昭
和
三
十
二

年
～
同
三
十
六
年
五
ヵ
年
計
画
）

を
作
り
、
市
の
行
政
、
産
業
、
経

済
、
文
化
、
交
通
の
す
べ
て
の
面

に
つ
い
て
全
体
的
に
科
学
的
に
問

題
点
を
分
析
検
剥
、
明
か
る
く
て

た
く
ま
し
い
大
野
市
の
建
設
が
円

滑
に
実
現
で
き
ろ
よ
う
計
画
が
た

て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

八
三
二
名
が
明
か
る
い
門
出

ことし満20歳に達する8ろ

2名の方が立派な社会人

として巣立つ記念すべき

成人式は、1月15日市内

各公民館で来賓多数を迎

えて盛大に行われました

ここ大野公民館では、午

前10時から140余名の成

人者が集り、中村館長の

式辞に続いて市池田助役

や有志のお祝いと励まし

のことぱに、成人たちは

決意と覚悟を新たにしました。こ

とに有中生の代表者二名からの祝

辞に。は深い感動をおもざしに表わ

していました。

　

また大脇勝山保健所大野出張所

長から健康証明書の交付や成人講

座受講皆勤者の表彰、記念品の贈

呈が終ってお祝いの赤飯に舌っづ

みを打ちました。

　

午後は泉氏の記念講演に浪曲、

映画観賞や意見の交換が行われ、

午後4時閉会し玄Lた。

（写真は大野公民館長の式辞）

風
見
鶏

▼
人
工
衛

星
s
゛
｀
ザ

イ
ル
時
代

　

の
第
二
年
目
、
こ
と
し
は
ど
う
や

　

ら
内
外
と
も
ど
も
に
一
段
と
忙
L

　

く
な
り
そ
う
だ
。
国
会
は
い
ま
に

　

も
解
散
し
そ
う
で
、
陣
笠
サ
マ
ば

　

か
り
で
な
く
、
ど
う
や
ら
当
市
に

　

も
話
題
が
チ
ラ
ホ
・
フ
▼
選
挙
と

　

い
え
ば
、
こ
と
1
は
当
市
に
と
っ

　

て
は
当
り
年
。
六
月
に
農
業
委
員

　

七
月
に
市
長
選
、
明
け
て
一
月
に

　

市
会
議
員
、
こ
の
間
、
ど
こ
か
へ

　

衆
議
院
議
員
選
挙
が
割
り
こ
ん
で

　

く
る
▼
「
カ
ボ
チ
ャ
の
当
り
年

　

」
は
、
自
分
ひ
と
り
の
食
欲
を
満

　

た
す
安
易
性
を
い
う
ユ
ト
ワ
ザ
で

　

は
な
い
。
人
間
の
誠
実
に
一
貫
し

　

た
労
苦
の
賜
で
あ
り
、
実
践
へ
の

　

結
果
で
も
あ
る
▼
昨
年
十
二
月

　

二
十
日
の
選
挙
人
名
簿
確
定
数
は

　

二
五
、
八
五
四
名
。
こ
れ
に
こ
と

　

し
成
人
さ
れ
た
八
三
二
名
が
プ
ラ

　

ス
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
グ
ラ
ス

　

の
青
年
諸
氏
は
、
戦
後
の
新
し
い

　

教
育
を
受
け
た
キ
ツ
フ
イ
の
民
主

　

主
義
者
で
あ
る
。
初
の
選
挙
権
行

　

使
を
祝
福
申
し
あ
げ
る
▼
し
か

　

1
こ
の
貴
重
な
選
挙
権
を
行
使
さ

　

れ
る
に
当
っ
て
は
、
い
ま
さ
ら
説

　

教
が
ま
し
い
が
、
ど
う
か
我
利
々

　

々
的
な
誘
惑
に
ヨ
ロ
メ
カ
ナ
イ
「

　

こ
と
し
は
カ
ボ
チ
ャ
の
当
り
年
」

　

に
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
し
て
や

　

県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
「
選
挙

　

常
時
啓
発
運
動
モ
デ
ル
市
」
に
指

　

定
さ
れ
て
い
る
わ
が
市
に
お
い
て
一

お
や
で
あ
る
。



第
二
十
三
回
臨
時
市
議
会
は
一
月
二
十
四
日
午
後
二
時
か
ら

　

下
庄
出
張
所
で
開
か
れ
次
の
二
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、

　
　

昭
和
三
十
一
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

　
　
　

算
は
決
算
委
員
会
に
付
託
、
午
後
五
時
散
会
し
ま
し
た
。

第
2
3
回
臨
時
市
議
会

357，853，600n
32年追加（

更正予覚

）

31年度央算を付託
▲
議
案
第
一
号
・

決
算
の
認
定
決

算
委
員
会
に
付
託

▲
議
案
第
二
号
・

三
十
二
年
度
一
般

会
計
追
加
更
正
予

算
は
四
千
一
百
十

一
万
九
千
円
で
、

支
出
の
主
な
も
の

は
あ
ら
た
に
中
小

企
業
融
資
預
託
金

を
一
千
万
円
計
上

し
て
機
業
不
振
の

緩
和
策
に
充
て
る

先
に
融
資
預
託
し
た
借
入
金
の
利
子

に
二
十
五
万
四
千
円
、
三
十
一
年
度

起
債
償
還
金
に
六
十
万
円
、
前
年
度

繰
上
充
用
金
に
二
千
三
百
四
十
六
万

五
千
円
、
移
住
奨
励
金
に
八
百
万
円

を
計
上
し
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
で
当
初
予
算
を
含
め
て
本

年
度
の
予
算
総
額
三
億
五
千
七
百
八

十
五
万
三
千
六
百
円
と
な
り
玄
し
た

▲
議
案
第
三
号
・
売
買
契
約
に
つ
い

て
1
上
、
葛
が
原
部
落
の
関
係
す

る
市
有
林
の
売
買
を
大
阪
営
林
局
長

と
結
ぶ
た
め
に
議
会
の
同
意
を
求
め

ま
し
た
。

▲
土
木
費
で
は
二
百
二
十
二
万
円
の

増
額
、
市
道
伏
石
・
唯
野
線
に
架
け

る
上
阪
谷
橋
、
な
ら
び
に
取
付
け
道

路
の
追
加
額
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す

▲
教
育
費
で
は
五
十
四
万
六
千
八
百

円
と
な
り
、
有
終
南
小
学
校
運
動
場

拡
張
の
た
め
敷
地
買
収
の
手
付
金
に

五
十
万
円
、
上
庄
小
学
校
解
体
の
付

帯
工
事
費
に
十
七
万
円
、
下
庄
小
学

校
排
水
工
事
に
七
万
円
、
有
終
中
学

校
特
別
教
室
増
築
に
伴
う
電
気
工
事

費
に
十
六
万
円
。

▲
産
業
経
済
費
で
は
二
十
五
万
一
千

七
百
円
の
増
額
、
こ
れ
は
県
単
事
業

か
ん
が
い
排
水
工
事
の
補
助
金
と
同

暗
き
よ
排
水
工
事
の
補
助
金
な
ら
び

に
耕
地
災
害
復
旧
工
事
の
補
助
金
で

す
。

▲
財
産
費
の
二
百
五
十
万
円
の
増
額

は
敷
地
一
万
坪
の
買
上
代
金
を
計
上

▲
諸
支
出
金
で
は
一
千
三
百
三
十
六

万
円
が
増
額
さ
れ
て
い
玄
や
。
こ
れ

は
湯
上
。
葛
が
原
部
落
の
移
住
奨
励

金
一
千
三
百
万
円
計
上
、
こ
の
ほ
か

徴
税
費
の
印
刷
費
や
消
耗
品
費
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
歳
入
面
で
は

▲
公
営
企
業
お
よ
び
財
産
収
入
で
一

千
三
百
九
十
六
万
三
千
五
百
円
、
こ

れ
は
湯
上
、
葛
が
原
市
有
林
売
却
代

金
一
千
三
百
万
円
、
改
築
校
舎
お
よ

び
そ
の
他
の
財
産
売
却
代
金
九
十
六

万
三
千
五
百
円
。

▲
国
庫
支
出
金
、
百
九
十
五
万
二
千

円
で
こ
れ
は
社
会
教
育
補
助
、
引
揚

者
事
務
補
助
、
新
市
建
設
補
助
で
い

ず
れ
も
国
庫
補
助
金
。

▲
寄
付
金
九
十
万
ゐ
円
、
こ
れ
は
上

庄
出
張
所
移
転
に
つ
い
て
地
元
上
庄

地
区
民
か
ら
の
寄
付
。

▲
雑
収
入
二
百
八
十
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

▲
議
案
第
九
十
号
・
大
野
市
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
補
欠
委
員

の
委
嘱
に
つ
い
て
前
委
員
西
川
長

農
助
氏
死
亡
に
っ
き
後
任
に
笹
島
竜

人
氏
を
決
め
ま
し
た
。

▲
議
案
第
九
十
三
号
・
大
野
市
消
防

団
員
な
ど
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
こ
の
条
例
の
改

正
に
伴
い
今
後
は
水
防
団
員
が
水
防

作
業
に
従
事
し
て
災
害
を
受
け
た
場

合
は
公
務
災
害
補
償
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▲
議
案
第
九
十
八
号
・
市
有
財
産
の

払
い
下
げ
に
つ
い
て
湯
上
、
葛
が

原
部
落
が
木
本
原
移
住
に
よ
り
不
要

と
な
っ
た
湯
上
分
校
を
同
住
民
に
協

同
作
業
場
と
し
て
無
償
払
い
下
げ
を

し
ま
し
た
（
欠
号
政
略
し
ま
し
た
）

解説

第
2
2
回
定
例
市
議
会

第
二
十
二
回
定
例
市
議
会

の
議
案
に
つ
い
て
簡
単
に

解
説
い
た
し
ま
し
よ
う
。

▲
専
決
議
案
第
八
十
六
号

財
産
処
分
に
つ
い
て
こ
れ
は
有
終

西
小
学
校
校
舎
を
新
築
す
る
た
め
に

旧
校
舎
、
木
造
二
階
建
（
一
部
平
屋

建
）
瓦
葺
二
九
八
坪
を
公
売
す
る
た

め
に
議
会
の
承
認
を
得
た
も
の
で
す

▲
専
決
議
案
第
八
十
七
号
・
起
債

お
よ
び
償
還
方
法
を
定
む
る
件
簡

易
水
道
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
必

要
と
す
る
工
事
費
の
う
ち
二
百
万
円

以
内
を
借
入
れ
し
て
も
よ
い
こ
と
に

承
認
を
得
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

▲
議
案
第
八
十
八
号
・
昭
和
三
十
二

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
追
加
更
正

予
算
案
こ
の
追
加
額
は
一
千
九
百

六
十
六
万
五
千
五
百
円
で
す
。
そ
こ

で
予
算
総
額
は
三
億
一
千
六
百
七
十

三
万
四
千
六
百
円
と
な
り
玄
し
た
。

　

追
加
予
算
額
の
主
な
も
の
を
あ
げ

て
見
ま
す
と
歳
出
面
で
は

▲
議
会
費
、
旅
費
の
増
額
六
万
五
千

円
。

▲
市
役
所
費
で
は
七
十
万
円
の
増
、

こ
の
主
な
も
の
は
上
庄
出
張
所
の
移

築
費
で
、
こ
れ
は
上
庄
小
学
校
校
堂

の
新
築
に
伴
い
敷
地
の
都
合
か
ら
移

築
し
た
も
の
で
九
十
五
万
円
を
計
上

各
項
の
更
正
も
あ
っ
て
実
質
的
に
は

七
十
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す

白銀の魅力
奥越公園の連山が白いベー

ルにおおわれるころは荒島

六呂師は7ヽキーヤーにとって楽しい夢の里。

　

1月26日、ここ六呂師7ヽキー場では、高松宮

賜杯予選兼県民体育大いキー一競技会に県下

から集った若い人達が血と肉をおどらせた。

また2月2日午前9時からは、荒島、7ヽキー場で市

民7・キーの祭典が繰り広げられることになっ

ている。（六呂師丸山ゲレンデの滑降）

木
の
本
開
拓
地
に

新
し
い
部
落
が
三
ッ

　

西
谷
村
に
造
ら
れ
た
県
営
ダ
ム
の

た
め
に
、
木
の
本
原
開
拓
地
へ
移
住

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
水
没
者
が
集
っ

て
、
千
年
（
チ
ト
セ
）
部
落
（
十
六

世
帯
）
南
春
日
野
部
落
（
十
二
世
帯

）
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ニ
ッ
の

部
落
は
小
山
出
張
所
管
内
に
加
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

室
だ
仏
原
、
1
上
、
葛
が
原
部
落

も
同
地
へ
移
住
し
ま
し
た
が
、
こ
の

部
落
名
は
榎
（
エ
ノ
キ
）
部
落
（
二

十
世
帯
）
と
名
づ
け
ら
れ
て
上
庄
出

張
所
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
玄
し
た

大
野
微
電
力
放
送

十
五
日
か
ら
開
始

　

市
内
で
は
N
H
K
福
井
放
送
が
た

い
へ
ん
聞
こ
え
に
く
い
の
で
市
長
始

め
地
元
有
志
の
ご
協
力
に
よ
り
、
関

係
方
面
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
が

実
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

友
江
変
電
所
に
微
電
力
放
送
（
福

井
放
送
局
か
ら
送
ら
れ
た
電
波
を
友

江
変
電
所
の
ア
y
尹
ナ
で
キ
ャ
ッ
チ

し
、
電
波
の
調
整
を
し
て
か
ら
I
〇

ワ
ッ
ト
の
電
波
を
、
三
、
三
〇
〇
ボ

ル
ト
の
高
圧
線
に
流
す
方
法
）
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
玄
こ
の
工
事
中
で
、
今
月
の
十

五
日
か
ら
放
送
を
開
始
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
放
送
が
開
始
さ
れ
ま
す
と
廉

価
な
ラ
ジ
オ
、
三
球
四
球
の
ラ
ジ
オ

で
も
良
く
聞
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す

公
売
公
告

一
、
物
件
の
所
在
大
野
市
西
一
番
三
二
七
号
一
一
三
番
地

一
、
物
件
の
名
称
大
野
市
有
終
西
小
学
校
旧
校
舎

一
、
区
分
お
よ
び
数
量

　

A
校
舎
木
造
二
階
建
一
部
平
屋
建
瓦
ぶ
き
延
二
三
二
坪

　

B
校
舎
木
造
二
階
建
瓦
ぶ
き
五
〇
坪

　

C
便
所
木
造
平
屋
建
瓦
ぶ
き
一
六
坪
合
計
二
九
八
坪

右
の
建
物
を
左
記
に
よ
り
公
売
す
る
か
ら
買
受
け
を
希
望
す
る
も
の

は
、
現
地
現
物
お
よ
び
入
札
心
得
書
を
熟
覧
の
上
入
札
せ
ら
れ
た
い

　

昭
和
三
十
三
年
二
月
四
日
大
野
市
長
斎
藤
重
雄

△
公
売
の
方
法
入
札
△
入
札
お
よ
び
開
票
の
場
所
、
市
役
所
市

長
室
△
入
札
の
日
時
二
月
十
三
日
午
後
一
時
△
契
約
保
証
金

百
分
の
十
△
加
入
保
険
金
百
分
の
五



市
単

　

事
業

御
給
水
路
一
八
四

メ
ー

　

ト
ル

が
完
成

市
単
事
業
御
給
水
路
は
工
費
十
三

万
九
千
円
で
、
延
長
百
八
十
四
メ

ー
ト
ル
、
幅
三
十
六
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
を
昨
年
十
一
月
に
着
工
、
こ

の
工
事
の
完
成
を
急
い
で
い
ま
し

た
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
関
係
農

民
を
喜
ぱ
せ
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
こ
の
水
路
は
非
常
に
朽
ち

て
い
た
た
め
に
旱
ば
っ
を
受
け
、
農

作
物
の
減
収
を
ま
ぬ
が
れ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
こ
の
完
成
に
よ
っ
て
必

要
な
と
き
に
必
要
な
だ
け
の
水
利
に

恵
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
は
耕

地
の
高
度
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、
農
作

物
の
増
収
が
約
束
さ
れ
た
わ
け
で
す

　

こ
の
よ
う
に
し
て
限
ら
れ
た
耕
地

を
う
ま
く
利
用
し
て
、
増
産
を
計
画

す
る
こ
と
が
現
代
の
農
業
経
営
に
と

っ
て
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
は
各
農
家
組
合
ご
と
に
自
主

的
に
土
地
改
良
事
業
計
画
を
立
て
、

緩
急
順
位
を
決
め
農
務
課
へ
要
望
し

て
、
年
々
計
画
的
に
土
地
改
良
を
行

う
こ
と
が
も
っ
と
も
効
果
的
だ
と
農

務
課
で
は
い
っ
て
い
ま
す
。

経
営
者
自
ら
新
し
い
眼
を

第
3
回
商
店
診
断

香
取
氏
の
寄
稿
か
ら

　

わ
た
く
し
は
、
現
在
大
野
市
の
数

多
い
商
店
は
く
た
び
れ
た
古
い
か
ら

を
脱
ぎ
捨
て
て
、
新
し
い
装
い
を
こ

ら
し
た
店
へ
と
移
り
変
り
つ
つ
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
店
舗
さ
え

新
し
く
改
装
す
れ
ば
事
足
れ
り
と
思

う
の
は
あ
ま
り
に
も
商
売
を
簡
単
に

見
過
と
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

た
だ
店
舗
だ
け
新
し
く
す
れ
ば
、

す
ぐ
に
も
客
の
購
買
心
を
そ
そ
っ
て

売
上
げ
が
増
進
で
き
る
な
ど
と
考
え

る
こ
と
は
結
局
、
改
装
と
い
う
名
の

上
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
漫
然
と
収
益

の
増
加
を
夢
み
て
い
る
格
好
に
ほ
か

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

　

世
界
的
に
み
て
文
化
の
幅
は
大
都

市
と
小
都
市
と
の
間
に
、
そ
の
差
が

ま
す
ま
す
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
電
気
洗
タ
ク
機
一
つ
に
し
て
i

電
気
カ
マ
ー
つ
を
見
て
も
、
も
は
や

都
会
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
ど

ん
な
い
な
か
へ
行
っ
て
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
ど
、
文
化
は
進
ん
で
き

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
客
の
感
覚
が
非
常
に
近

代
化
さ
れ
、
洗
練
さ
れ
っ
つ
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
軒
先

の
低
い
、
薄
暗
い
天
井
の
黒
光
り
し

た
店
舗
で
は
、
こ
の
進
ん
だ
感
覚
を

も
っ
客
の
好
み
に
、
ア
ッ
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
お
話
す
る
ま
で
も
な
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
た

め
に
は
店
舗
を
美
し
く
す
る
こ
と
は

い
5
玄
で
屯
な
く
、
陳
列
設
備
も
陳

列
法
も
新
し
く
し
て
、
販
売
法
も
接

客
法
も
ま
た
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
余
り
関

心
の
払
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
サ
ー
ビ

ス
や
、
宣
伝
の
面
に
は
時
代
に
あ
て

は
玄
っ
だ
考
え
も
持
た
な
け
れ
ば
た

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

要
す
る
に
、
店
舗
の
経
営
者
自
身

が
時
代
を
見
と
お
す
、
す
る
ど
い
心

の
眼
を
持
た
ね
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
で

経
営
の
近
代
化
が
実
現
さ
れ
て
始
め

て
完
全
な
新
し
い
町
に
生
れ
変
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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奎轍め彩
産
米

今年も人工豊作で⑩

数
字
を
グ
ー
フ

フ
に
し
て
眺

め
ま
す
と
、

よ
り
数
差
が

は
つ
き
り
し

て
見
え
ま
す

こ
こ
で
市
の

年
別
産
米
出

荷
高
を
示
し

て
見
ま
す
と
昭
和
三
十
一
年
産
米
が

最
高
を
示
し
て
い
玄
す
が
、
推
定
実

収
高
で
は
昭
和
三
十
年
八
万
八
千
百

石
、
昭
和
三
十
一
年
八
万
七
千
二
百

石
、
昭
和
三
十
二
年
八
万
六
百
石
と

な
り
、
当
市
も
包
国
的
な
例
に
漏
れ

ず
昭
和
三
十
年
産
米
が
史
上
最
大
の

豊
作
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

し
か
し
当
市
の
出
荷
米
高
で
は
昭

和
三
十
一
年
の
方
が
多
い
こ
と
は
従

来
農
民
の
間
に
い
わ
れ
て
い
た
「
豊

作
の
翌
年
は
凶
作
に
見
舞
わ
れ
る
」

と
の
ジ
ン
ク
ス
に
備
え
て
、
翌
年
に

持
ち
越
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　

と
も
あ
れ
「
昭
和
三
十
年
の
豊
作

は
お
天
道
さ
ま
豊
作
」
昭
和
三
十
一

年
、
同
三
十
二
年
は
気
象
条
件
は
良

く
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
人
の
力
に

よ
っ
て
豊
作
に
持
ち
込
ま
れ
た
た
め

「
人
工
豊
作
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
豊
作
の
蔭
に
は
、
う
だ
る
よ

う
な
暑
さ
も
よ
そ
に
、
呼
吸
も
止
ま

る
よ
う
な
思
い
で
の
薬
剤
散
布
や
成

育
管
理
の
ほ
か
、
農
閑
期
に
も
休
み

な
く
土
地
改
良
や
耕
土
の
培
養
に
尽

し
た
粒
々
辛
苦
と
、
科
学
化
し
た
営

農
法
が
こ
の
記
録
的
な
連
続
豊
作
を

生
み
だ
1
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　

今
後
も
ま
た
豊
作
を
生
み
だ
す
た

め
に
全
国
的
に
も
例
の
少
な
い
農
業

文
化
の
セ
ン
タ
ー
農
業

実
験
室
を
十
二
分
に
活

用
し
、
さ
ら
に
は
土
地

改
良
や
農
政
に
つ
い
て

は
農
務
課
と
が
っ
ち
り

手
を
つ
な
ぎ
合
せ
1
及

技
術
員
や
農
協
指
導
員

の
指
導
を
実
直
に
守
り

こ
と
し
も
三
年
続
き
の

人
工
豊
作
を
作
り
だ
し

ま
し
よ
5
．

　

そ
し
て
健
康
で
明
か
る
い
生
活
の

基
礎
を
固
め
る
こ
と
に
意
を
払
い
従

来
の
米
麦
一
偏
倒
の
偏
重
し
た
農
業

経
営
か
ら
、
有
畜
多
角
化
農
業
へ
と

踏
み
切
る
心
構
え
と
、
資
本
の
蓄
積

に
あ
た
り
ま
し
よ
ら
。

大野米の生産状況

　　　

昭和33年1月I3miiiぺ・

ゾ簒凛漣浮

二
月
は
恒
例
に
よ
り

講
話
会
の
季
節
で
あ

り
ま
す
。
い
玄
ま
で

の
座
談
会
は
し
や
べ

り
つ
ぱ
な
し
聞
き
つ

ぱ
な
し
の
講
話
会
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
1
及
員
や

技
術
員
と
ヒ
ザ
を
つ
き
合
せ
て
、
新

年
度
の
計
画
を
十
分
検
討
す
る
よ
う

な
本
当
に
味
の
あ
る
座
談
会
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
前
年
度
中
に
行
っ

て
き
た
こ
と
を
十
分
反
省
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
品
種
の
問

題
、
施
肥
設
計
、
病
虫
害
の
発
生
の

あ
り
さ
ま
や
防
除
時
期
な
ど
に
つ
い

て
数
多
く
の
悩
み
が
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
多

く
質
間
し
て
い
た
だ
い
て
、
真
剣
に

論
議
す
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

真
宗
王
国
で
あ
る
こ
の
地
方
は
、

と
も
す
る
と
何
事
に
ょ
ら
ず
あ
な
た

任
せ
の
他
力
本
願
が
喜
ぱ
れ
て
い
ま

す
が
、
自
家
の
経
営
を
向
上
し
て
収

入
を
増
し
て
行
く
に
は
当
然
努
力
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ム
ギ
、
ナ
タ
ネ
、
玉
ネ
ギ
な
ど
の

作
付
し
て
あ
る
圃
場
に
は
黒
土
を
散

く
よ
う
に
L
ま
す
。
こ
れ
に
ょ
っ
て

一
日
も
早
く
作
物
に
陽
光
を
当
て
。

冬
作
物
を
早
く
雪
か
ら
だ
し
て
や
る

よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
ソ
サ
イ
類
の

温
床
も
こ
の
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

広
い
田
圃
で
も
地
力
の
増
進
を
や

か
ま
し
く
い
っ
て
い
る
の
に
、
た
い

せ
つ
な
苗
を
育
て
る
少
な
い
床
土
の

地
力
を
あ
ま
り
考
え
な
い
と
い
う
こ

と
は
ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ソ
サ
イ
の
育
苗
は
か
な
り
の
技
術

と
資
材
を
要
し
ま
す
が
、
と
い
っ
て

人
の
作
っ
た
苗
を
買
っ
て
植
え
て
い

る
の
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

お
互
い
に
勉
強
し
研
究
し
て
こ
の

地
方
に
あ
っ
た
栽
培
技
術
を
修
得
ず

る
よ
う
に
努
め
玄
し
よ
う
。
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正
直
者
が
バ
カ
を
み
な
い
よ
う

滞
納
整
理
を
徹
底
し
て
欲
し
い

M
子
待
望
の
大
野
地
域
国
民
健

康
保
険
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
わ

た
く
し
た
ち
は
今
後
の
運
営
に
協

力
し
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

こ
と
は
当
然
で
す
が
、
保
険
税
や

一
部
負
担
金
の
納
付
に
つ
い
て
は

正
直
者
が
バ
カ
を
み
な
い
よ
う
に

完
全
徴
収
に
努
力
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

そ
こ
で
保
険
税
や
一
部
負
担
金
の

納
付
に
つ
い
て
は
、
規
則
に
定
め

ら
れ
た
特
別
の
事
由
が
な
く
、
し

か
も
納
め
る
こ
と
に
誠
意
が
な
い

場
合
は
当
然
滞
納
処
分
が
行
ま
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
応
そ
の
法
的
な
根
拠
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　

（
答
）
保
険
税
は
地
方
税
法
第
七
二

八
条
「
期
限
ま
で
に
税
金
又
は
納
入

金
を
完
納
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は

徴
税
吏
員
は
、
当
該
地
方
団
体
の
条

例
で
定
め
る
期
限
ま
で
に
、
国
税
徴

収
法
の
規
定
に
よ
る
滞
納
処
分
の
例

に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
処
分
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
に
よ
り
、
一
部
負
担

金
は
国
民
健
康
保
険
法
第
七
条
の
一
一

「
保
険
料
其
ノ
他
本
法
ノ
規
定
二
依

ル
徴
収
金
ヲ
滞
納
ｚ
ル
者
ア
ル
ト
キ

万
国
民
健
康
保
険
ヲ
行
フ
市
町
村
″

地
方
自
治
法
第
二
百
二
十
五
条
第
一

項
乃
至
第
五
項
及
第
十
項
ノ
規
定
二

依
リ
之
ヲ
処
分
ス
」
に
よ
っ
て
、
滞

納
処
分
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

　

保
健
課
で
は
ご
期
待
に
そ
う
よ
う

全
力
を
あ
げ
て
こ
れ
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
情
袋
に
九
万
六
千
円

　

市
内
の
恵
ま
れ
な
い
方
々
に
も
楽

し
い
お
正
月
を
／
の
趣
旨
に
よ
る

歳
末
助
け
合
い
運
動
は
、
市
民
の
ご

協
力
が
実
を
結
び
予
定
以
上
の
成
果

を
収
め
て
係
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

　

真
心
の
こ
も
っ
た
お
金
九
万
七
千

三
百
六
円
（
同
情
袋
で
九
六
、
一
〇

六
円
、
一
般
寄
付
金
一
、
二
〇
〇
円

）
と
有
終
三
校
か
ら
集
っ
た
四
千
個

の
正
月
餅
は
次
の
と
お
り
配
分
さ
れ

ま
し
た
。

△
被
保
護
者
二
百
四
十
世
帯
に
五

万
三
十
八
円
△
要
援
護
者
七
十

世
帯
に
一
万
五
千
十
七
円
、
そ
の

他
療
養
所
入
所
者
に
二
万
三
千
七

十
五
円
、
残
り
一
万
四
千
百
三
十

六
円
は
随
時
困
窮
者
に
贈
る
予
定

お
餅
は
困
窮
者
一
世
帯
に
十
五
個

あ
て
贈
り
ま
し
た
。

〔
郷
±
5
ろ
は
か
る
た
〕

雨
量
は
年
に
二
千
ミ
リ

大野の
月別降雨量

　

福井県は日本でも雨量の多い所で、ことに

冬と六月、九月に多い。大野では一年の降水

量は二千三、四百こiリで、六月の梅雨は稲の成

育に好都合であるが、プ、I」人どきの九月に台風

の降らせる雨はさまたげになる。冬の雨量は

積雪をとかした水の量てはかるが、これは大

野が県下でも一番多い。

　
　
　
　
　
　
　

‐
‐
－
・
j
4
何

の
行
李

六
日
～
十
一
日
△
巡
回
映
画
会
（

　

教
育
映
画
、
そ
の
他
）
と
こ
ろ
小

　

山
地
区

九
日
（
日
）
△
大
野
市
連
合
青
年

　

団
第
二
回
青
年
生
活
発
表
大
会

　

と
こ
ろ
大
野
公
民
館
△
大
野
市

　

民
カ
ル
タ
大
会
と
き
午
後
一
時

　

と
こ
ろ
大
野
公
民
館

上
旬
△
卓
球
大
会
と
き
午
前

　

十
時
と
こ
ろ
上
庄
公
民
館

　

△
社
会
教
育
委
員
会

十
二
日
～
十
六
日
△
巡
回
映
画
会

　

（
教
育
映
画
、
そ
の
他
）
と
こ
ろ
阪

　

谷
地
区

十
四
日
（
金
）
△
戸
籍
事
務
研
究
会

　

と
こ
ろ
下
庄
出
張
所

中
旬
△
婦
人
と
青
年
と
の
語
る

　

会
と
こ
ろ
上
庄
公
民
館
△
文

　

化
財
保
護
委
員
会

li禰卵胞1！；邱

平
沢
寺
（
シ
ャ
カ
堂
）
の
い
わ
れ

も
と
は
宝
慶
寺
の
末
寺

　

古
刹
薦
福
山
・
宝
慶
寺
は
日
本
曹

洞
第
二
道
場
で
あ
っ
て
曹
洞
派
の
巨

刹
で
あ
る
こ
と
は
誰
で
屯
知
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
末
寺
は
曹
源
寺
、
坤
ゾ
歓

寺
、
光
徳
寺
、
阿
弥
陀
寺

　

（
池
田
村
水
海
）
仏
0
寺

　

（
勝
山
市
片
瀬
）
な
ど
で

あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
土

橋
（
昔
大
野
町
が
春
日
か

ら
山
王
ま
で
で
あ
っ
た
こ

ろ
の
町
名
）
の
佩
善
庵
、

笠
松
（
現
在
の
宝
慶
寺
小
学
校
付
近

を
い
う
）
の
新
豊
庵
、
瑞
泉
庵
な
ど

が
末
寺
で
あ
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
三
ヵ
寺
は
早
く
廃
寺
と
な
り

い
ま
は
そ
の
寺
跡
す
ら
わ
か
り
ま
せ

ん
。
こ
の
ほ
か
に
平
沢
部
落
の
平
沢

寺
が
宝
慶
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

平
沢
山
の
中
腹
に
い
ま
も
寺
屋
敷

と
い
わ
れ
る
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
清
水
が
常
に
わ
き
で
て
、

ど
の
よ
う
な
旱
ぱ
っ
の
年
で
も
こ
の

清
水
だ
け
は
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
清
水
こ
そ
平
沢
寺
の
御

膳
水
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

宗
派
は
天
台
か
真
言
の
い
ず
れ
か

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
本
尊
は
シ

ヤ
カ
如
来
で
、
坂
井
郡
豊
原
寺
の
滅

亡
の
と
き
、
こ
こ
に
移
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
平
沢
寺
も
天
正
の
兵
乱
の
と

き
に
焼
か
れ
そ
の
後
曹
洞
宗
に
転
じ

宝
慶
寺
の
末
寺
と
な
っ
た
よ
う
で
す

　

本
尊
は
ひ
と
と
き
宝
慶
寺
に
移
さ

れ
て
い
た
こ
と
屯
あ
り
ま
す
。

　

徳
川
時
代
の
中
と
ろ
に
平
沢
山
ろ

く
に
庵
を
建
て
、
本
尊
を
宝
慶
寺
よ

り
迎
え
て
こ
れ
に
安
置
し
、
ジ
ヤ
カ

堂
と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

庵
主
も
こ
こ
に
住
ま
い
し
田
地
十
五

俵
元
、
山
林
千
刈
り
を
持
っ
て
い
ま

し
た
が
、
明
治
の
初
年
か
ら
無
住
庵

と
な
っ
て
、
守
護
が
行
届
か
な
く
な

っ
た
の
で
昭
和
の
は
じ
め
に
森
広
治

兵
衛
氏
庭
内
に
移
さ
れ
て
、
い
ま
は

同
家
に
鎮
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
記
の
シ
ヤ
カ
像
は
宝
慶
寺
に
移

さ
れ
て
あ
っ
た
の
で
す
が
、
夢
の
お

っ
げ
に
平
沢
へ
帰
り
た
い
と
の
こ
と

で
、
こ
れ
は
捨
て
お
け
な
い
と
平
沢

部
落
の
人
が
さ
っ
そ
く
宝
慶
寺
へ
お

迎
え
に
行
き
ま
し
た
。
不
思
議
に
も

宝
慶
寺
で
も
お
な
じ
よ
5
な
夢
の
お

っ
げ
が
あ
っ
た
の
で
、
部
落
の
人
が

こ
の
仏
像
を
い
た
だ
い
て
平
沢
に
向

う
途
中
、
両
方
の
人
た
ち
が
偶
然
に

も
木
本
部
落
の
岩
崎
で
出
合
っ
た
の

で
す
。
そ
こ
で
い
わ
れ
を
話
し
あ
い

平
沢
の
人
に
渡
し
、
昔
の
よ
う
に
平

沢
寺
に
奉
安
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

（
シ
ヤ
カ
如
来
像
）

（
い
わ
れ
の
シ
ヤ
カ
堂
）

声

私
の
提
唱

旭
高
木
生

明
治
の
中
ご
ろ
に
有

終
校
で
学
ん
だ
私
に
と
り
、
愈
々
近

く
西
校
改
築
着
手
は
誠
に
心
嬉
し
く

感
じ
ま
す
。

　

今
回
の
工
事
は
当
市
と
し
て
も
一

大
建
設
事
業
で
あ
る
だ
け
に
、
市
理

事
者
と
し
て
奄
事
業
執
行
に
十
分
意

を
は
ら
わ
れ
て
い
ら
れ
る
こ
と
と
は

存
じ
ま
す
が
最
近
当
市
の
諸
請
負
工

事
に
関
し
て
世
間
の
疑
惑
を
招
く
新

聞
記
事
面
を
見
る
に
つ
け
、
そ
の
真

偽
は
別
と
し
て
誠
に
暗
い
感
じ
を
い

だ
か
せ
る
次
第
で
す
か
ら
、
全
工
程

を
通
じ
て
明
朗
に
し
て
公
正
な
る
建

設
事
業
と
し
て
い
た
尽
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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